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研究成果の概要（和文）： 

 マテリアルフローコスト会計（MFCA）が ISO 化され、世界に MFCA のユーザーが増えて
きている。そのユーザーをサポートする研究機関やユーザー企業との情報交換をすることによ
って、それぞれの地域で環境管理会計手法として MFCA を活用するためのノウハウを蓄積し、
より効果的な手法へ発展させるため研究を進め、その成果を研究論文としてまとめた。 

 具体的には、東アジア諸国での製造業における工場管理や MFCA の有用性に関して実態調
査を行った。たとえば、マレーシアでのMFCAの導入企業などの調査を実施し、さらにはMFCA

の普及のためのセミナーをマレーシア・ベトナム・インドネシアで行った。また、環境管理会
計の先進地域であるヨーロッパの研究者と情報共有し、グローバルに有用な環境管理会計手法
の開発を進めた。特に、既存のマネジメント手法と MFCA を連携させた PDCA サイクルによ
るマネジメントシステムの構築を実現することに尽力した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 Material Flow Cost Accounting (MFCA) was published as ISO14051, so the number 
of MFCA user is increasing globally. I have exchanged the information of MFCA with 
MFCA user companies and research organizations that support MFCA users in each 
area. I have researched know-how for using MFCA effectively as Environmental 
Management Accounting in each area. And I have tried to develop globally relevant 
MFCA method. 
 Concretely I have been to some East-Asian countries to research factory management 
and relevance of MFCA in each country. For example, I have researched case examples 
of MFCA in Malaysian companies, and have held MFCA seminar in Malaysia, Vietnam 
and Indonesia. And then, I have exchanged my research results with many experts of 
environmental management accounting in Europe to develop global advanced MFCA 
together. Especially I have made effort to establish a PDCA management system to 
integrate MFCA with traditional management tools. 
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１．研究開始当初の背景 

 環境管理会計ツールであるマテリアルフロ

ーコスト会計（MFCA）が、2011年9月にISO化

（ISO14051）された。MFCA手法は、積極的に

このISO化のプロセスで世界に情報発信され、

ISO化されたことでさらに世界での利用者が

増加し始めている。そのような普及のなかで、

世界の各地域で導入・活用されるMFCAの手法

的発展を調査し、グローバルな知的ネットワ

ークを基礎に、より効果的かつ効率的に資源

生産性を促進させる環境管理会計手法として

MFCAを発展させる必要性から本研究を開始し

た。 

 

２．研究の目的 

 MFCAの国際的普及によって国内外の企業実

務および会計実務にどのような影響を与える

のか、その実態を明らかにし、国際的に普及・

活用されるMFCAの有用性と課題を理論的に説

明し、グローバルなサステナビリティを達成

できる体系的な企業マネジメント手法として

MFCAをより発展させることが目的である。 

 

３．研究の方法 

（1）国内でのMFCAユーザーである企業と、世

界の製造拠点でもあり、MFCAに積極的な興味

を示す東アジア諸国でのMFCA企業への実地調

査 

（2）MFCAと既存の管理会計手法ならびに環境

管理会計手法との効果的な連携可能性を見出

すための理論調査 

 
４．研究成果 

 （1）マテリアルフローコスト会計（MFCA）

がISO14051として発行された以降の東アジア

でのMFCAの普及に関して調査し、日本企業の

カイゼン活動と同じく、コスト削減の機能を

持つ環境管理会計として理解され、多くの現

地企業に普及しつつあることが判明した。 

（2）企業に体系的に導入するために、既存の

企業マネジメントと連携させたMFCAの開発が

重要であることが明らかとなり、たとえば、

企業席評価システムである予算管理システム

やBSC（バランスドスコアカード）や、生産リ

ードタイムの管理手法でもあるTOC（制約の理

論）との連携に関する理論研究を実施し研究

成果としてまとめた。 

 （3）企業においてMFCA分析した結果見いだ

されるマテリアルロスは、当該企業の意思決

定において削減可能なものと、川上企業のサ

プライヤーや川下企業の顧客（最終消費者を

含む）との合意ならびに協同がないと削減で

きないものに区分できる。このようなサプラ

イチェーンでのマテリアルロスの削減は、サ

ステナブルなビジネスや社会を構築する上で

重要な活動であり、MFCAは、省資源型・低炭

素型サプライチェーンを構築するマネジメン

ト手法として発展する可能性を有している。

本研究において、サプライチェーンでのMFCA

マネジメントに関する理論的かつ事例的な実

施するとともに、国際的なサプライチェーン

での有用性も検証しようと研究を進め、その

成果を国内外の学会等で発表した。 
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